
FP 橙 黒 橙 FP 緑 白 緑
GK 黄色 黄色 黄色 GK 水色 水色 水色

№ 分 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前 延後 分 №

3 1 GK GK 1 3

3 2 DF DF 2 3 ① 1

3 3 DF DF 3 3

3 4 DF DF 4 3 2

2 5 DF DF 5 3 1

2 7 MF MF 14 3 47

2 8 MF MF 15 3 77

1 3 10 MF MF 16 3 1 77

59 1 ① 2 11 MF MF 17 2

61 2 14 MF FW 9 3 ① 1 2

HT 1 3 9 FW FW 11 3 2 2 62

9 2 13 FW MF 18 2 1 14

11 2 24 FW DF 6 3 11

14 2 17 MF MF 8 3 16

DF 19 3 15

脳 脳

追 追

分 警退 № 分 警退 №
後半 前半 前半 後半

1 2 3 13 4 9

8 5 13 7 4 3

0 1 1 10 3 7

3 5 8 6 2 4

0 3 3 2 2 0

0 0 0 0 0 0

№ №

11 8 4 8 ↑ 11 右足S

2 15 15 ↑ 2 HS

9 3 15 → 3 → 9 右足S

左CK

得
点
経
過 １－２

〔柳田　洸貴〕

74 青森山田 深瀬　幹太

小向　蓮翔 関下　煌己 １－０

66 青森山田 菱田　一清 藤原栄之郎 １－１

福井　史弥

一般社団法人　青森県サッカー協会

公式記録用紙
マッチコミッショナー 主　　　　審

大会名
第１０４回全国高等学校サッカー選手権大会青森県大会

代表決定戦
２０２５年（令和７年） １２時００分

KICK OFF

弱風
状
態

天然良芝 延長２０分
ＰＫ方式水含み

マッチコミッショナー 田谷　訓史 副 審 １ 山崎　智貴 第４の審判員

競
技
時
間

８０分
１１月　２日日曜日

会場名 カクヒログループアスレチックスタジアム（青森市）
天
候 曇り

気
温

１２℃ 風

菅原　陽平
観衆 2,500 人

主　 審 林　可人 副 審 ２ 寺西　広太 記録担当者 福士　敬之

青 森 山 田 高 校
０ 後　半 ２

延長前半

八戸学院野辺地西高校

１

１ 前　半 ０

２
延長後半

交代(OUT) シュート 得
点

学
年

選　手　名
番
号

ＰＫ方式 kick off

喜村孝太朗 松田　　駿(Cap.)

シュート 交代(OUT)位
置

位
置

番
号

選　手　名
学
年

得
点

越後　來琉 大場　光翔

木村　隆太 今田　　匠

関下　煌己 藤原栄之郎

橋本　楓琉 菱田　一清

中野渡琉希 福井　史弥

山下　海藍 月舘汰壱アブーバクル

藤田　　律(Cap.) 桑原　唯斗

里村　斗望 斉藤　雅人

吉濱　剣翼 島津　亮太

阿部　莞太 杉山　大起

小向　蓮翔 小澤　　丈

野城　　怜 深瀬　幹太

警告・退場 三上　晃 監督 監督 正木 昌宣 警告・退場

真船　大駕 麓　　萊凛

林　　斗愛

前
半

後
半

延長 氏名 理由氏名 理由 延長 後
半

前
半

チーム合計

シュート

GK

CK

直接ＦＫ

間接ＦＫ

ＰＫ

Ｃ１：反スポーツ　Ｃ２：ラフプレー　Ｃ３：異議　Ｃ４：繰り返しの違反　Ｃ５：遅延行為　Ｃ６：距離不足　Ｃ７：無許可入　Ｃ８：無許可去

Ｓ１：著しく不正なプレー　Ｓ２：乱暴な行為　Ｓ３：つば吐き　Ｓ４：得点機会の阻止(他)　Ｓ５：侮辱　ＣＳ：警告２回

時間(分) 得点チーム 得点者 アシスト 得点状況（略号例：ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ～､ｺﾞﾛ→､浮き球↑､混戦×､ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞH､ｼｭｰﾄS）

10 八学野辺地西 ロングスロー DFクリア

１:３７:０９　　後半 ４４：０８（４：０８） 試合所要時間

勤務先又は所属 〔　　東奥義塾高等学校　　〕

前半 ４１ ：０３（１：０３ ）

戦評者氏名 （フルネームを記入）

２９年連続の全国出場を狙う青森山田と、夏のインターハイ予選をPK戦で破った八戸学院野辺地西。再戦となっ
た決勝は、共に１－４－４－２の布陣で試合がキックオフされた。立ち上がりから主導権を握ったのは青森山田。
両サイドを起点に攻撃を展開し、テンポの良いパスワークで野辺地西を押し込んだ。序盤からクロスやコンビネー
ションでゴールを狙うも、野辺地西の粘り強い守備とGKの好セーブに阻まれ得点には至らない。守勢に回る時間
が続いた野辺地西は、DFとMFの２ラインをコンパクトに保ち、セカンドボールへの反応と予測からカウンターを狙
い、わずかなチャンスをうかがうと１０分にロングスローのこぼれ球を再びゴール前に送り込み、反応した⑪が冷
静にゴールに流し込んで先制に成功。リードを得た後は、MFで時間を作りながらサイドへボールを展開し、追加
点を狙ったが青森山田の守備が踏ん張り１－０のまま前半を折り返した。後半に入ると、青森山田が右SMF⑯を
中心に再び攻勢を強める。ドリブル突破からのクロスに中の選手が合わせるも、野辺地西DFのゴールカバーや、
クロスバー直撃で得点ならず。それでも青森山田は攻撃の形を崩さず、途中でDFの選手を前線に送り込み、パ
ワープレイに転じた。すると、６６分コーナーキックから②のヘディングでついに同点。勢いに乗った青森山田は中
盤のセカンドボール奪取でも野辺地西を上回り、試合の主導権を完全に掌握する。運動量が落ちた野辺地西は
攻撃への切り替えが遅れ、カウンターの形が作れないでいると、後半終了間際７４分、青森山田が中央でボール
を奪取。そのままバイタルエリアをコンビネーションで崩し、⑨がキーパーの逆を突く技ありシュートを沈め、劇的
な逆転。試合はそのまま青森山田が守備を固めタイムアップ。青森山田が昨年度王者の底力を示して、全国へ
の切符を掴んだ。


